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水産物の直売と漁村の活性化
―― 愛媛県三崎町の事例――
篠 原 重 則
  緒 言
農林水産物が農村や漁村の生産者から都市の消費者に流通する方式は，中央
卸売市場・地方卸売市場などの卸売市場を経由して流通するのが主体であっ
た。しかしながら近年は市場外流通と呼ばれる卸売市場を経由することなく流
通する生鮮食料品の比重が増してきているといわれている。１）その市場外流通の
なかで近年注目されているのは，地方自治体や農協・漁協などが販売施設を開
設して，そこで農民や漁民が都市の消費者に，野菜・果実・魚介類を直接販売
する直売方式の増加していることである。
このような農水産物の直売施設については，近年，農林業センサスや漁業セ
ンサスでも把握につとめようとしている。２）また農水省の本庁３）や各地区の農政
局４）でも，地域の活性化に貢献したものの事例が紹介されたりしている。そし
てこれらの施設による農水産物の直売は，農村と都市との交流を深め，農水省
構造改善局の調査報告書５）や，農業白書６）では高く評価されている。
水産物の直売に関する研究は，水産経済学者７）や水産業の実務にたずさわっ
ている者８）によってもなされたが，地域の水産業や漁村の実態に関心の高い地
理学者によっても推進されてきたのを特色とする。地理学者で水産物の直売に
先鞭をつけたのは，増井好男９）であるといえよう。増井は１９９０年代の初頭か
ら，漁協活動は消費者と直結した販売戦略が極めて重要であるということを，
日本各地の漁村調査を通じて強く指摘している。次いで，水産物直売に強い関
心を抱いたのは磯部作である。磯部は瀬戸内海の漁村を観光レクリエーション
の側面より研究するなかで，漁村における水産物直売の重要性を指摘１０）して
いる。
近年わが国の水産業界も，長びく経済的不況を克服し，漁村の活性化を図る
ためには，水産物の直売や，そのブランド化，漁村の観光・海洋レジャーへの
対応が緊急の課題であるとの認識を持つに至り，溝尾良隆や磯部作などの地理
学者をはじめ，水産業や漁村研究に関心の高い学者を糾合し，全国各地の水産
物の直売，水産物のブランド化，漁村の海洋レジャー化に対する実態調査のす
ぐれた報告書１１）を出版している。おしむらくは報告書の性格上，個々の事象
と漁村の活性化に関する研究がダイナミックに掘り下げられているとはいえな
い。
筆者は元来，過疎山村の研究を専門としてきた地理学徒１２）である。当初は
四国山地の過疎山村の変容と集落の再編成が，その山村の地域特性との関連の
もとにどのように進展していったかに興味を覚えていたが，１９９０年代半ばか
らは過疎山村の活性化をいかに図るべきかに関心が向かって行った。１３）山村を
探訪するなかで，過疎と高齢化に悩む山村のなかで，最も活況を呈しているの
は，農産物の直売所とそれに参加している農家であるとの認識に至った。近年，
公表した愛媛県日吉村と同県中山町の農産物直売と山村の活性化に関する研
究１４）は，その認識のもとに始めた研究の一部である。
筆者が今回，愛媛県の佐田岬半島の先端三崎町において表記の論考をまとめ
ようとしたのは，同町が僻遠の地にありながら，三崎漁協の水産物の直売事業
によって，きわめて活気に満ちているので，その秘密はどこにあるのかを解明
し，農水産物の直売と地域社会の活性化について，より深く究明してみたかっ
たことにあるものである。
  三崎町の地域特性
三崎町は愛媛県の西方に突出した佐田岬半島の先端部を占める半農半漁村で
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ある。佐田岬半島は「みさき１３里」という言葉があるように約４０kmの狭長
な半島であり，先端部は大分県佐賀関半島と対峙する。半島に通じる国道１９７
号は悪路として有名であり，通称「いくな国道」と称されていた。この地域の
主要都市は半島基部の八幡浜市であるが，三崎町から八幡浜市に至るには，時
間距離にして陸路２時間半を要する有様であった。
佐田岬半島は四国山地から九州山地に連なる部分が宇和海に没する沈水海岸
はやすい
で，町域の海岸は大部分岩石海岸を特色とする。半島の先端部は速吸の瀬戸と
いわれ，最強潮流６ノットに達するわが国の急潮流海域として知られる。海峡
部分は海嶺状の浅瀬や島嶼も多く，湧昇流を生むと共に，急潮流をさらに複雑
にする。岩石海岸の特色として，岩礁には海藻の繁茂が著しく，またそこはサ
ザエ・アワビ・ウニ・イセエビなどの根付の魚介類にも富む。また湧昇流は栄
養塩の浮上をうながすところから，多くの魚族の生息にも適すると共に，急潮
流は魚族の味を一段とひきしめる効果をもつといわれ，三崎町の海域は漁業活
０ １ ２km
第１図 三崎町の地形図
注）国土地理院：平成１０年５万分の１地形図修正版による。
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動に好適なところといえる。
住民の生業は半農半漁を旨とした。農業は急斜面の段畑に，夏の甘藷と冬の
裸麦を栽培してきた。現在の畑作物としては，ニューサマーオレンジと清美タ
ンゴールなどの晩柑類の栽培が中心となっているが，柑橘の栽培は松集落の宇
都宮誠集１５）が夏柑の苗を明治中期に導入したのを起源とするが，町域東部で
生産量を増し，やがて県下最大の夏柑産地となる。夏柑は１９８０年代になって，
ニューサマーオレンジや清美タンゴールに取って代わられるが，現在も町域東
部では主産業となっている。
佐田岬半島が北の瀬戸内海と南の宇和海を分つところに位置するため，三崎
町は強風域として知られる。冬季は関門海峡を通過する北西の季節風にさらさ
れ，夏季は台風時の強風に悩まされる。前述の柑橘類の栽培は，いずれも高い
杉の防風林に囲まれた栽培景観を特色とする。半島先端部に当たる町域西部は
特に強風域であり，果樹栽培には不適地であった。したがって現在は専業漁業
に従事する者が多く，段畑農業は１９６０年ころから，衰退したといえる。
三崎町の世帯と人口は，１９６０年には２，４５０世帯・１０，７８２人であったが，２０００
年には１，７９７世帯・４，１５４人に減少した。人口減少率はこの４０年間に６１．５％
であり，１９７０年以来過疎地域に指定されている。人口の高齢化率は１９６０年に
９．２％であったものが，２０００年には３８．８％となり，愛媛県下でも高齢化率の高
い地域となっている。
  三崎町の漁場と漁業の特色
愛媛県農林水産統計年報１６）によると，２００１年の三崎町の漁業経営体１７）は刺
網１３，はえ縄２７，釣１７５，採具７０，採草１２，その他５となっている。刺網に
区分されているのは，地元で磯建網といわれているもので，主としてイセエビ・
メバル・ホゴなどを漁獲するものである。はえ縄はブリのはえ縄漁であり，釣
はタイ・ブリ・イサギ・アジ・サバ・タチウオなどを主として漁獲する一本釣
漁業である。採具は地元ですもぐりといわれている潜水漁業で，主としてサザ
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エ・アワビ・ウニ等の根付けの魚介類を漁獲する。採藻はテングサ・ヒジキな
どの岩礁に付着する海藻類を採取するものである。そしてこれらの漁業はすべ
て家族単位で営業していることを特色とする。１８）
第２図はこれらの漁獲がどこで営まれているかを示す三崎町周辺海域の漁場
である。まず瀬戸内海側・宇和海側の沿岸部はイセエビの刺網とサザエ・アワ
ビ・ウニを漁獲する海域である。サザエ・アワビ・ウニ等の魚介類は地元です
もぐりといわれる潜水漁業によって行われている。すもぐりの起源は定かでは
ないが，藩政時代には，三崎を経由して海路参勤交代する宇和島藩主に献じ，
めいほう
その塩水で加工し，煮干したアワビは明鮑と呼ばれ，山海の珍味中第一であっ
たといわれる。藩主に賞味されたアワビは藩に買上げられ，幕府に献上したと
のことである。
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第２図 速吸の瀬戸付近の主な漁場
注）海図および間取り調査より作成
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あま し
三崎のすもぐり漁は，男性の海士が行うのを特色とする。海士は１ t程度の
小船を操り，好漁場と目されるところに船を停泊し，サザエ・アワビ等を潜水
たるあま し ふんどうあま し
して漁獲１９）する。海士のなかには樽海士と分銅海士がいた。分銅海士は海士
仲間２～３人が小船に乗りくみ，漁場に向かう。１９６１年ウエットスーツが導
入されるまでは，６尺のフンドシを巻き，裸体で３０mくらいまで潜水した。
潜水に際しては，分銅という重りをもって海中に急降下する。身につけている
ものは，アワビ・サザエ等の漁獲物を収納する網袋と，アワビを岩間から取り
出すい
 
そ
 
が
 
ね
 
のみであった。潜水時間は１～２分程度であり，息が切れる寸前
に船上の海士から命綱を引き上げてもらい，漁獲物をもって急浮上する。この
ような潜水漁法は春先では３０～４０分連続して行われ，夏季には２～３時間も
連続して行われる。次いで船上のものと交替し，休息に入り，船上のアマクド
で薪を燃やして暖を取るのである。１９６１年にウエットスーツが着用されるよ
うになると，樽海士が増加する。これは個人単位で行う潜水漁法であり，漁場
に着くと，海上に樽を浮かべ，その樽を基地にして潜水をくり返す漁法である。
分銅海士が３０m程度も潜水するのに対して，潜水深度は浅くなる。休息は海
上に浮かべた樽の上に腹ばいになって行い，漁獲物は樽につるした入れ物に収
める。２００２年現在では分銅海士の船は６隻であり，これは親子・夫婦が単位
で行っている。近年は漁獲物が減少したので網袋は持たず，漁獲物は手に持っ
て浮上する。また海上に浮上する時も命綱はあまり使用しないという。採藻は
テングサなどを主対象とするが，これは女性の仕事である。テングサの大部分
は漁協が買い上げ，県漁連に出荷する。
沿岸の岩礁地帯で行う漁業には，イセエビなどを主として漁獲する刺網漁が
ある。三崎町では磯建網というこの漁業は，夕方に２～３ tの動力船で沿岸の
漁場に出漁し，刺網を投入し，翌日の午前中に船に装備した巻上機で網を引き
上げる漁法である。通常，夫婦・親子・兄弟などが乗り組んで操業し，イセエ
ビを主として，メバル・ホゴ・ハマチ・タイなども漁獲される。イセエビは手
足を折らないように，船上で慎重に網からはなす。刺網の投入地は長年の経験
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が重要であるので，親から子に世襲されることが多い。
一本釣は三崎漁協の中核をなすものである。元来，一本釣で漁獲したものは，
タイ・ブリ・イサギ・アジ・サバである。このうち，タイ・ブリ・イサギ等は
半島先端部やホゴの瀬，松集落沖の浅瀬に多い。３～４ tの小船に乗って，１
人で操業することが多く，潮の流れに乗ってエビや疑似餌をつけた釣糸を流
し，魚のあたりがあると，手にもった釣糸をしゃくって（引っぱって），漁獲
物を釣り上げる漁法である。
アジ・サバの漁場は，半島先端部，早吸の瀬戸の岩礁部，瀬戸内海側，宇和
海側の急潮流の海域である。この魚種は大衆魚であったが，対岸の佐賀関で関
はな はな
アジ・関サバとしてブランド化され，三崎漁協でも岬アジ・岬サバ２０）として
市場に出荷されるようになってから，刺身用として価格の急上昇した魚であ
る。漁獲の方法はタイ・ブリ・イサギなどの一本釣とほぼ同様であるが，釣糸
の長さは８０～１２０mに達し，そこに疑似餌をつけた釣針が１００本程度着けられ
ている。
これに対してタチウオの一本釣は１９８３年より開拓された新しい漁法であ
る。タチウオは深海に生息するといわれ，急潮流でえぐられた早吸の瀬戸の凹
地を主な漁場とする。潮流に乗って餌のイカを着けた１００m程のロープを引っ
ぱり漁獲するのである。ロープの巻上げは巻上機を使う。操業はおおむね１人
で行うが，夫婦や親子で操業する者もある。操業には体力を要するので，若い
漁師が主体となっている。
フグ延縄も１９５０年ころより開発された新しい漁法である。フグは水深５０～
８０m程度の砂場に多いといわれ，早吸の瀬戸の北方の海盆状のほれ込みの北
側，佐田岬半島の南方から日振島にかけての海域が漁場である。フグ漁は７～
８ tの船で操業し，４，０００m余の縄にイワシの餌をつけ，それに浮きを着けて
海底に沈める。はえ縄の投入に１時間ほどかかり，２時間ほど経過してからの
ち，動力船に装備した巻上機で２０分ほどかけてはえ縄を巻き上げる。この作
業を１日１回ないし２回行う。操業は主として１人で行うが，親子・夫婦で行
水産物の直売と漁村の活性化 ２６７
う者もいる。漁期は冬季中心であるが，はえ縄を投入する場所が重要であるの
で，投入場所は漁民間での協議で決定する。
第３図は２００２年の三崎漁協の主な魚種の水揚高と月別の漁獲量を示す。こ
れによると漁獲されている魚介類の種類が多く，直売における購入者の多様な
ニーズに応えることができるようになっている。
  市 場 の 開 拓
三崎町は最短の産地市場２１）である八幡浜の魚市場から，陸路５０kmも離れ，
魚市場には恵まれていなかった。したがって漁獲物は主として，広島・呉・三
津浜（松山市の外港）・淡路島などの仲買商が活魚運搬船を仕立て，三崎町の
沖に購入に来るのが主体であった。この活魚の売買は，仲買商の談合による買
いたたき，代金の未払い等が横行し，漁民の収入はきわめて不安定であった。
三崎町内の３漁協が合併して成立した三崎町漁協２２）が，１９６７年仲買人を排し，
魚類の共販に踏み切ったのは，漁民の不満を背景にしたものであった。
漁協がまず着手したのは消費地市場の開拓であり，先ず，大阪・神戸・京都
など関西の消費地市場を開拓した。関西市場への出荷は，漁協の活魚運搬船に
て，広島県の糸崎（現三原市）に送り，そこから国鉄にて輸送した。次いで東
京・名古屋・金沢・仙台など全国の主要消費地市場を開拓した。市場開拓の先
頭に立ったのは，当時の加藤善隆参事とその配下にあった販売担当の其田稔２３）
であった。
消費地市場以外では，１９８９年より産直市場の開拓もはじめた。突破口となっ
たのは，大阪心斎橋のそごう百貨店であった。そごう百貨店にお歳暮商品とし
て，サザエ・アワビ・イセエビをセット商品として納入できたのは販売担当の
其田稔が３ヶ年足を運んでやっと実現できたという。そこから東京市場の量販
店・テナント業者・料亭・ホテルなどに産直で鮮魚を納入し，次いで松山市場
の開拓にも乗りだす。ホテル・料亭・テナント業者・鮮魚店などを対象に，活
魚・鮮魚などを直販するのである。市場開拓に当たっては，松山市の場合，道
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４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 水揚量 kg月魚種
１３０，８２５アジ
４０，１３９サバ
１７，８８７ブリ
８６，３７３ヤズ
９，５６７イサギ
３，３４８キス
タイ ２３，０８０
フグ ５，６６４
３９３，７１３タチウオ
エソ ８，０８６
メバル ５，２１８
カレイ ３，１４５
イセエビ ８，３０２
サザエ ２６９，２５４
アワビ １４，８７６
養殖アワビ １，６６５
トコブシ ３，５３３
ウニ ３１，９２８
ナマコ １１，７４８
テングサ １７，９５１
ヒジキ １０，１２０
フノリ ４，４６３
水揚量 kg
３０，０００以上 １０，０００～３０，０００ ５，０００～１０，０００ ３，０００～５，０００１，０００～３，０００１００～１，０００１００以下
第３図 三崎町の魚種別水揚量の月別変化（２００２年）
注）三崎漁協：魚名別水揚げ年計表より作成
ヤズ…１kg程度のブリ
水産物の直売と漁村の活性化 ２６９
後の温泉街を１戸ずつ巡回する方式で開拓したという。
第４図は，２００１年の三崎漁協の消費地市場出荷と産直出荷２４）の割合を都道
府県別に示したものである。産直品の多いのは日本最大の魚介類の消費市場で
ある東京と愛媛県最大の消費市場の松山市である。京阪神市場や中京市場は消
費地市場への出荷が多いのは，早く消費地市場を開拓したことによるものであ
り，高知や徳島はタチウオの出荷が多く，下関は主としてフグの出荷であると
いえる。
第１表は三崎漁協の１９６３年以降の販売量，販売金額，正組合員数，漁協職
員数の推移を示している。消費地市場への直送や直売事業を始めた三崎漁協
は，１９９０年ころまでは水産物の販売量・販売額ともに順調に伸ばしている。
しかしながら１９９０年代には停滞が著しい。特に１９９５年以降の販売量・販売額
の減少が著しい。これは三崎町のみならず，全国的な傾向であるといえる。そ
の一因は漁業資源の減少に起因しているといえる。
第２表は，三崎漁協の魚種別にみた売上高と産直の比率，消費地市場価格を
１００とした魚種別の産直価格の指数の変化を示したものである。これによると
産直比率は１９９４年２３％，１９９７年に２９％，２００１年には４１％となっている。市
場価格を１００とした産直価格の指数をみると，アジは１９９４年に１０６であった
ものが，２００１年には１６２となっている。サバは１９９４年２９８であったものが
１９６３ １９６５ １９７０ １９７５ １９８０ １９８５ １９９０ １９９５ ２０００
販売量（t）
介類
海藻
魚類
１，３５４
２２５
３３２
７９７
１，３７０
１５３
４２８
７８９
２，１０４
５５４
８５
１，４６５
１，７９７
２３８
６７
１，４９２
１，９３４
２４３
１１２
１，５７９
１，８６３
２１９
１２５
１，５１９
１，９３０
２０６
９８
１，６２６
１，９２４
３０９
４３
１，５７２
１，５３０
２８１
３１
１，２１８
販売額（百万）
正組合員数
漁協職員数
２１３
７８２
２２
２６２
７８１
２７
６２６
７３２
３０
１，０６２
３８５
３４
１，８４６
３６７
３１
２，０９５
３３６
３３
１，９５９
３３７
３２
１，８８８
２９０
３８
１，５０４
２５８
３７
第１表 三崎漁協の水産物の販売量・販売額と正組合員数・漁協職員数の推移（１９６３～２０００年）
注）三崎漁協資料より作成
介類には，アワビ，サザエ，トコブシ，カサコ，ウニ，ナマコ，イセエビを含む。
海藻には，クロメ，テングサ，ヒジキ，フノリを含む。
２７０ 松山大学論集 第１６巻 第１号
消費市場出荷 直売
出荷額（１００万円）
２５０
１００
５００ ２００km
１０
第４図 三崎漁協の水産物の出荷先（２００１年）
注）三崎漁協：市場別，品目別売上げ年計表より作成
水産物の直売と漁村の活性化 ２７１
２００１年には２５７と停滞しているが，この停滞はサバ漁獲量の増加とも関連し
ているかもしれない。タイは１９９４年１３３であったものが，２００１年には１６７，
ブリは１９９４年１６４であったものが２００１年には２０５となっている。三崎漁協の
場合は，産直による価格の高さが，漁家収入の減少をくい止めているといえよう。
産直価格の上昇は漁協による魚種のブランド化とも関係しているといえる。
三崎漁協のアジ・サバ等のブランド化は，対岸の佐賀関漁協が早吸の瀬戸で漁
獲されるアジ・サバを関アジ・関サバとして高価に販売している対抗意識とし
はな はな
て，１９９６年に岬アジ・岬サバとしてブランド化したことにあるといえる。三
崎漁協の PR作戦は，１９９９年には歌手の鳥羽一郎に依頼し，PR用のレコード
魚 種 年度 売上高（千円）
産直の比率 単価（ ） 市場価格を１００とし
た産直価格の指数数量（％）金額（％）市場（円）産直（円）
三崎漁協
全 体
１９９４年
１９９７年
２００１年
２，０７３，８７５
１，９０８，６４１
１，６１９，４５９
２３
２９
４１
ア ジ
１９９４年
１９９７年
２００１年
１８０，６８７
２２４，６３１
１９６，５５３
２６
２５
３０
３６
３７
４１
１，４５６
１，４６３
１，３１９
２，３３３
２，５３２
２，１４１
１０６
１８０
１６２
サ バ
１９９４年
１９９７年
２００１年
１１，６３５
７４，８０６
７１，５９３
６７
３１
６７
８６
４２
４６
９６５
２，３９８
２，３６２
２，８８２
２，９０８
３，５０８
２９８
１６３
２５７
タ イ
１９９４年
１９９７年
２００１年
５４，１３８
４８，７６８
４３，５２６
１０
１５
２５
１３
１９
３６
２，９８９
２，５６９
１，７３８
３，９９６
３，５０６
２，９０８
１３３
１３０
１６７
ブ リ
１９９４年
１９９７年
２００１年
６７，０６９
７９，２８６
１０７，０１７
３１
２５
１９
４３
３６
３３
１，２０７
９８４
８０４
１，９８３
１，６８３
１，６５６
１６４
１７１
２０５
サ ザ エ
１９９４年
１９９７年
２００１年
２９９，８３８
３２５，３１４
２５５，８８７
１４
１１
１４
１８
１４
１８
１，４５０
１，０２６
９２９
１，８８４
１，３８０
１，１５７
１２９
１３４
１２９
ア ワ ビ
１９９４年
１９９７年
２００１年
９０，５９５
１０６，６９３
１１４，８６７
４１
４０
４８
５０
４４
５０
８，３１１
７，５３１
６，８４２
９，０８５
８，７０１
７，７６２
１０９
１１５
１１３
第２表 三崎漁協の主要水産物の産直売上げ比率の変化と消費地市場・産直の平均価格の比較
注）三崎漁協資料より作成
２７２ 松山大学論集 第１６巻 第１号
「海峡の春」を作製・販売した。また相前後して，漁業を中心とした三崎町の
四季を紹介する「三崎漁師物語」２５）のビデオを作製し販売している。
  集 出 荷 体 制
それでは全量共販と消費地市場出荷と産直出荷を特色とする三崎漁協の集荷
体制と出荷体制はどのようになっているのであろうか。第５図は２００２年の集
出荷体制を示す。まず集荷体制についてみてみたい。三崎漁協配下の漁民は，
すもぐり・一本釣・刺網共にいずれも昼間操業である。漁協の本部は第４種漁
港である佐田岬漁港を控えたところにあり，ここに加工場をはじめ漁協の諸施
設が整っているといえる。漁民の大半はこの佐田岬漁港に漁船を停泊させてい
よ ぼこり いの
るので，漁協の本部に水揚げするが，三崎漁協管内には，他に与侈支所・井
うら みょうじん
浦支所・明神支所があり，その支所を控えたところに漁船を停泊している者
は，各支所に水揚げする。水揚げの時間は正午から夕方にかけてであり，各支
所で集荷したものは，活魚または鮮魚にてただちに本部に集められる。本部の
前には港内と屋内にそれぞれ簀があり，２～３日簀に備蓄２６）されてのち各消
費地市場や産直の料亭・テナント業者などに出荷される。
次に出荷体制についてみてみたい。東京方面への出荷は１３時に大和運輸の
トラックにて松山空港に積み出され，１９時４０分のフライト便にて羽田空港に
空輸される。貨物は早朝までに築地に運ばれ，そこから宅配便を利用して，水
産業者・量販店・ホテル・料亭に午前中に搬入される。またなかには築地に荷
物を受取りに来る業者もある。
松山方面への出荷は三崎漁協を２３時に出発して，保内町・長浜町を経由し，
早朝には松山市の卸売市場に運ばれる。そこからは宅配便を利用して，三崎漁
協のアンテナショップ「漁師物語」に運ばれると共に，宅配便にて水産会社・
ホテル・料亭等に１４時までには搬入される。業者のなかには松山卸売市場の
一時預かり所に取りに来る者もある。
大阪・名古屋方面には，三崎漁協を漁協のトラックにて１４時に出発，明石
水産物の直売と漁村の活性化 ２７３
第５図 三崎漁協の魚介類の集荷・出荷体制（２００２年）
注）三崎漁協からの聞取り調査によって作成
２７４ 松山大学論集 第１６巻 第１号
大橋を経由し，夜半までには神戸と大阪の卸売市場に運ばれる。そこで消費地
市場のセリにかけられるが，なかには，転送業者の手をへて，名古屋の卸売市
場に早朝の１時～２時ころに搬入され，そこで朝のセリにかけられる。また福
井・金沢方面に転送され，朝のセリにかけられるものもある。神戸・大阪の卸
売市場の預かり所から，宅配便にて午前中にホテル・料亭に搬入されるものも
ある。
高知の消費地市場には，三崎漁協を１８時に出発した漁協のトラックが，高
ゆすはら
知県檮原を経由し夜半に高知の市場に送られ，朝のセリにかけられる。徳島の
消費地市場には，２０時三崎漁協を出発した漁協のトラックが松山に着き，そ
こから転送業者のトラックにて，徳島の市場に運ばれる。
  販売システムと顧客の評価
三崎漁協は魚介類の消費地から遠隔の地にあるが，三崎漁協は全国の消費地
市場に魚介類を直送し，さらに１９８９年ころからは直売市場をも開拓した。そ
の三崎漁協の直売システムはどのようになっているのであろうか。それは以下
のように展開されている。 漁民が一本釣・すもぐり等で水揚した魚介類は漁
協に即日出荷される。漁協は安定した出荷に備えて，荷受した魚介類は簀で
数日間備蓄する。漁協は購入者に，魚種別の出荷可能量と価格をファックス
にて提示する。価格は消費市場の魚価を参考にして決定する。ファックスで
指示された出荷可能量と出荷価格を見た購入者は，購入の可否と購入する場合
の注文量を，三崎漁協にファックスか電話で連絡する。三崎漁協は三崎漁協
所有のトラックか航空機・宅送業者のトラックなどによって，購入者の荷物を
届ける。魚介類到着後，購入者から三崎漁協への代金の支払いがなされる。
三崎漁協から漁民への出荷代金を支払う。但し売上代金のうち１７％が漁協
の出荷経費と手数料として差し引かれる。
それでは三崎漁協から魚介類を直売で仕入れる購入者は，直売品についてど
のような評価をしているのであろうか。第３表は松山市の購入者について面接
水産物の直売と漁村の活性化 ２７５
聞取り調査した結果を集計したものである。まず三崎漁協の直売品を購入しだ
した動機は，漁協幹部の来店や，知人の紹介等の私的動機であることがわかる。
主な購入品は，イセエビ・サザエ・アワビ・フグなどが多いが，アジ・サバは
概して少ない。それはアジ・サバは松山では大衆魚としてのイメージが強く，
わざわざ三崎町から愛媛の味として購入する意義は薄いと考えられているもの
といえよう。三崎漁協からの活魚・鮮魚の納入比率をみると，フグ専門店のフ
グ２０％程度が最高であり，他はおおむね数％である。それは購入者が一漁協
業者名 取引の契機
主な購入品と
その利用
納入比率 納入方法
取引上の
利点
問題点 今後の展望
Ａ料理店
平成３年こ
ろ
其田専務来
店
フグ－ サシミ
鍋物
空揚
２０％程度
空港に取り
に行く
新鮮
客に好評
安定した納
入可能か少
し不安
取引継続
Ｂ料理店
平成１０年こ
ろ
知人の紹介
イセエビ－サシミ
サザエ－焼物
タチウヲ－焼物
チェーン店に配送
１０％程度
空港に取り
に行く
安価・新鮮
郷土料理の
お勧め品と
して好評
確実な入荷
可能か少し
不安
取引継続
Ｃホテル
平成１１年よ
り
日本航空の
友人の紹介
イセエビ－サシミ
アワビ－焼物
アジ・サバ
－サシミ
数％
宅 配 便 が
送ってくる
三崎の幸と
して上客に
推薦できる
規格品の数
量が揃うか
少し不安
地産地消の
好適な鮮魚
として評価
Ｄホテル
平成８年よ
り
JCBに勤務
する身内の
紹介
イセエビ－結婚式
フグ
－サシミ・鍋物
数％
宅 配 便 が
送ってくる
新鮮・安価
三崎の知名
度が少し低
い
取引継続
Ｅ 水 産
昭和５０年こ
ろ
父が三崎の
隣町の出身
イセエビ － 活魚で
フグ 小売店
ウニ－小売店
２～３％
三崎漁協の
活魚運搬車
にて配達
新鮮・安価 別に無し 取引継続
Ｆ 鮮 魚
昭和４０年こ
ろ
三崎漁協
加藤専務の
売込
イセエビ － 松山の
サザエ ホテル
アワビ 料理屋
小売店
県外業者
５～１０％
早朝中央卸
売市場の場
外に取りに
行く
新鮮・安価
安定した入
荷が出来る
か少し不安
取引継続
第３表 三崎漁協の水産物直売品の購入者の実態と評価－松山市の業者－（２００３年）
 




 




 



注）聞取り調査によって作成
２７６ 松山大学論集 第１６巻 第１号
のみから購入することに多少の不安を抱いていることによるものである。取引
上の利点としては，新鮮で安価，客に好評であることなどが上げられており，
いずれの業者も取引の継続を希望している。道後にある Cホテルのように，
愛媛県を代表する海鮮料理として上客に推薦しうる商品として高く評価してい
るところもある。なお東京における購入業者からアンケート調査に回答してく
れた１１店２７）についてみると，取引上の利点としては，鮮度がよい７，味がよ
い８，安い１０などであり，東京・松山ともに購入者は，新鮮で味がよく，安
いということを高く評価している。
三崎漁協の直売が成功したのは，漁協の積極的な市場開拓の努力が一番に上
げられるが，南予地方の国道の改良舗装，ファックス通信の普及など交通・通
信網の整備に負う点も大である。
三崎漁協の市場開拓の努力については，前章ですでに述べたが，三崎漁協は
アンテナショップの開設，三崎町の宣伝などにもこれつとめた。アンテナショッ
プとしては，漁協本部背後の丘陵上に「三崎漁師物語」２８）を開設した。工費は
１億６，０００万円の事業であり，うち５，５００万円は農水省の定住促進事業の補助
を受けたが，他は漁協の自己資金でまかなった。施設内では新鮮な魚介類や水
産加工品を販売するが，年末にはお歳暮商品の販売にも応じている。またレス
トランを開設しており，伊予灘の海を見下ろしながら，海鮮料理を味わうこと
もできる。三崎町三崎のフェリー乗場付近には，フェリー客を対象とした漁協
いっしんまる
直営の「一進丸」２９）といわれる魚介類と水産加工品の販売店を２０００年１０月に
開設している。また県都松山市の衣山には２００１年１２月に「漁師物語２号店」３０）
を開設し，県内外の来客が絶えない。この２号店は海鮮料理店であるが，三崎
町の漁村とその海産物の宣伝に大きな効果を果たしている。
南予は道路事情が悪く，１９６０年以前は陸路国道１９７号と５６号を介して，県
都松山市と結ばれていた。三崎町から松山市の間は陸路時間距離にして，６時
間程度であった。
国道５６号は１９６０年改良舗装され，松山と八幡浜間は２時間に短縮された。
水産物の直売と漁村の活性化 ２７７
しかしながら国道１９７号は悪路として有名であり，１９８７年に半島の尾根沿い
に対向２車線の国道が新たに開通してからようやく，三崎町から半島つけ根の
ほ ない
保内町まで５０分程度で結ばれることになった。さらに１９９９年に保内町と長浜
間の伊予灘側に国道３７８号が貫通して，現在三崎町と松山市は２時間程度で結
ばれることになった。南予の国道の改良舗装は，三崎町の交通事情を飛躍的に
改善し，三崎漁協の水産物の直売の進展に貢献すること大であったといえる。
三崎漁協では直売事業にファックス通信が重要な機能を果たしているが，三
崎漁協のコンピュータ導入とファックス通信の導入は早く，１９８０年には県内
の漁協のトップを切ってファックス通信の導入を図っている。三崎漁協の直売
を始めとした魚介類の販売事業は，全国的にも注目されており，今日全国から
漁協・自治体等の視察者は，１年間３０団体に達しているといわれている。
  漁場保全と出荷体制の確立
三崎漁協はサザエ・アワビ・イセエビなどの根付漁業と，アジ・サバ・タ
イ・ブリ・タチウオの一本釣漁法，フグ延縄漁業などが主体となっている。水
産物の直売体制を維持するためには，漁場保全による安定した出荷体制の確立
が不可欠である。三崎漁協の漁業資源の保護策としては，根付漁業の漁期の設
定，漁民１人当たりの漁獲量の制限，稚貝・稚魚の漁獲の禁止，フグ延縄漁業
の禁漁期間の設定，一本釣漁業の漁具の制限，まき餌の禁止，餌の統一などが
なされている。
第４表は三崎漁協の禁漁期間と漁獲物の体長制限を示すものである。これに
よると，愛媛県の漁業調整規則での禁漁期間と比べて，アワビ・イセエビ・ナ
マコ・テングサ共に三崎漁協の方が禁漁期間が長くなっており，サザエ・ムラ
サキウニ・クロウニ・バフンウニ・ヒジキ・フグは愛媛県漁業調整規則では規
制期間を設けていないのに，三崎漁業権行使規則では禁漁期間を設けている。
漁獲量の制限ではサザエについて，１人１日３０～５０kg（市況によって漁獲量
の幅がある）の漁獲禁止が定められており，三崎漁協には漁獲量の制限がみら
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れる。このように愛媛県と比べて，三崎漁協の方が漁業資源の保護を厳しくし
ているといえる。一本釣漁業の漁具の制限（釣針の数の制限など），まき餌の
禁止，餌の統一も乱獲を防ぎ，漁業資源の保護を目的としたものである。
資源増殖策としては，１９９５年４月に種苗センターを県と町の補助金等で開
設し，アワビ・フグ・ヒラメの稚貝・稚魚を育苗して，地元海域に放流してい
る。３１）出荷安定策としては，半島先端部にかん水蓄養池３２）を１９６７年に完成し，
９月に漁獲したイセエビを蓄養し，値上がりのする年末に出荷するようにして
いる。また漁港内には，出荷前の魚類の備蓄簀も設置している。
近年は根付資源のサザエ・アワビを，酸素ボンベなどを使用して密猟する地
区外の者が増加してきた。漁業資源の監視では，漁民組織による夜間の陸上と
海上からの密猟パトロールを強化し，漁業資源の保全をはかっている。
  串集落にみる漁業の実態
三崎町は１２集落より構成されている。第６図はその１２集落について，漁民
しょう の
の出荷額の階層区分を示したものである。これによると半島先端部の正野・
漁 獲 物 愛媛県漁業調整規則 三崎漁協漁業権行使規則
アワビ
サザエ
イセエビ
ナマコ
ムラサキウニ
クロウニ
バフンウニ
テングサ
ヒジキ
フグ
１１月１日～１２月３１日禁止
６月１日～８月３１日禁止
４月１日～５月３１日禁止
１１月１日～３月３１日禁止
４月１５日～１０月１５日解禁
４月１５日～１０月１５日解禁
９月１日～５月１日解禁
１月７日～３月１５日解禁
８月１５日～１０月１５日解禁
１月７日～３月１５日解禁
新暦７月１日～８月１５日の二潮間解禁
旧暦９月１５日～新暦１０月１５日解禁
旧暦３月１日～新暦６月３０日解禁
４月１日～６月３０日禁止
体長制限
サザエ
アワビ
イセエビ
殻蓋長径２センチ以下
殻長１０センチ以下
体長１５センチ以下
同左，一人一日３０kg以上禁止
同左
同左
第４表 三崎漁協の禁漁期間と漁獲物の体長制限
注）愛媛県漁業調整規則，三崎漁協漁業権行使規則による。
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よ ぼこり
串・与侈に漁獲物の出荷額の多い住民が多く，町域東部に漁獲物の出荷額の
少ない住民が多いことは一目瞭然である。町域東部には果樹栽培が盛んで，漁
業が衰退していった集落が多い。一方，半島先端部の正野・串・与侈の集落に
も，１９７５年ころの果樹栽培の盛んなころには一時的に果樹栽培が盛んであっ
たが，強風地域で果樹栽培にはあまり好適でなく１９８０年代になって果樹栽培
は衰退し，漁業専業的な集落に変貌したのである。
第５表は漁業活動の盛んな串集落の１９６０年から２０００年の農家数，土地利用
の変化等をみたものである。１９６０年には総戸数１９２戸を数え，うち１２８戸が
第２種兼業農家であり，漁業を主業に段畑に夏の甘藷，冬の裸麦を栽培する主
漁副農の集落であったといえる。１９７０年代から１９９０年代には段畑に果樹が栽
培されてくるが，１９９０年ころより果樹園は減少し，２０００年には主漁副農の漁
業集落に変貌する。
じ げ
第８図は串集落内の地下地区３３）の生業別の集落構成図である。図郭内には
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第６図 三崎町漁民の集落別にみた出荷額の階層区分（２００１年）
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第７図 三崎町の集落別樹園地面積の推移（１９７５～２０００年）
注）１９７５～２０００年農林業センサス集落カードより作成
第５表 三崎町串の農家数・土地利用の変化
注）１９６０～２０００年農林業センサス集落カードより作成
２０００年の農家数・農業就業人口・耕地面積の数値は販売農家に関するものである。
水産物の直売と漁村の活性化 ２８１
漁業にたずさわる家は５７戸で，その内訳は，すもぐり２５，一本釣２０，フグ延
縄１，刺網２，複合経営３４）７，海藻採取２となっている。その他の生業が農業
８，商業４，役場・農協・漁協等の勤務７，無職は２３となっている。
元来この集落はすもぐり漁の多い集落であったが，三崎漁協が漁業経営の多
角化を勧めた結果，現在では一本釣も多くなってきた。また第９図に見るごと
く，複合的な漁業経営を指向するものも多く，同一世帯中の親子が漁業を営む
場合はその傾向が強いといえる。
第１０図は漁民の出漁日数の階級区分を示すが，１００～２００日程度出漁する者
が最も多い。２５１日以上出漁する者は，わずかに３人に過ぎないが，これは強
風地域で海がよく時化ることによるものといえる。
  直売事業の発展と漁村活性化
三崎漁協の直売事業の発展は，漁業集落に活気をもたらしたといえる。その
第１点は漁業所得の向上であり，その第２点は雇用効果の増大である。第３点
は漁村に後継者を確保したということである。
農業すもぐり漁
商業一本釣
その他就業延縄漁
無職建網漁４０m
海食崖 複合経営漁 共同井戸
６０m
海藻採取 道路
８０m
串公民館
串小学校
串診療所
串神社
０ １００m
１００m １２０m
第８図 三崎町串の集落構成（２００２年）
注）三崎漁協資料，住宅地図，聞取り調査によって作成
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第９図 三崎町串の漁民の漁業形態別就業状況（２００１年）
注）三崎町漁協資料・聞取り調査によって作成
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第１０図 三崎町串の漁民の出漁日数（２００１年）
注）三崎町漁協資料より作成
水産物の直売と漁村の活性化 ２８３
まず第１点の漁業所得の向上は，漁業の盛んな正野・串・与侈の三集落の高
所得を得ている漁民の多さによく表れている。これら三集落で漁業にたずさ
わっている者は，２５８世帯であるが，このうち９７世帯が年間の売上高３００万
円以上に達している。うち売上高５００万円以上の世帯は２３に達している。売
上高の増加は，漁協の直売事業に負う点が大である。
第２点は漁協職員の採用などによる雇用効果が大きかったことである。漁協
の職員数は１９６３年に２２名であったものが２０００年には３７名に達し倍増してい
る。第６表は２００２年現在の漁協職員の附属部署，職歴，住所等を示すもので
ある。これによると１９７０年代半ばから，大阪・松山などからの Uターン者が
多く採用されている。現住所が正野・串・与侈などであるので，漁業集落から
大阪・松山などの企業に就職していた者の Uターンが多いことがわかる。直
売事業などを通じての漁協活動の活発化が Uターン者の雇用の受皿になって
いることがよくわかる。正規の従業員以外に漁協はパート職員も多く雇用して
いる。それは漁協直営の水産加工場３５）１１人と三崎町の漁師物語，一進丸を併
せて，２００２年現在３０名に達する。そのパート職員の大部分は，子育ての終わっ
た漁業従事者の配偶者である。
第３は漁業従事者の所得の向上は，漁業後継者の確保を促していることであ
る。第７表は代表的漁業集落である串の４０歳未満の漁業従事者の漁種とその
妻の職業を示すものである。これによると漁業にたずさわっている串集落の
５７世帯のうち，１９世帯が４０歳未満の漁業従事者をかかえているわけであり，
うち１３世帯は父と共に漁業に従事していることがわかる。２００１年の漁獲物の
売上高は１，０００万円以上が２，８００～１，０００万円が３人，５００～８００万円が５人
と売上高の判明する１６人中１０人が５００万円以上の売上高を誇り，漁獲高の高
いものが多いことが注目される。これは漁撈作業は厳しいが，高所得の得られ
るタチウオ漁を営んでいることと関連する。またこれら若年漁業就業者は３名
の者を除いて妻帯者であり，嫁不足も深刻とはいえない。妻の出身地をみると，
三崎町内と近隣の町村であり，妻の仕事を見ると家事・育児が大部分であり，
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都市域の妻よりも家事・育児に専念している度合は高いといえる。後継者の大
部分が妻帯者であるのは，漁業の就労時間が昼間であり，自宅から目に見える
漁場で就労している者が多く，就労上妻に安心感を与えていること，三崎漁協
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８
７
７
７
５
２６
２７
２８
２９
３０
男
男
男
男
男
２２
４９
１９
３７
５２
管理
下田支所
販売
松山店
販売
新採
松山・引き抜き
新採
松山・引き抜き
東京・引き抜き
町内正野
松山市
町内串
松山市
千葉県柏市
４
４
１
１
１
３１
３２
３３
３４
３５
女
女
女
女
女
５５
５０
３０
２２
２０
信用
下田支所
信用
販売
販売
松山・Ｕターン
下田採用
松山・Ｕターン
松山・Ｕターン
新採
町内与串
静岡県下田
町内串
町内名取
町内正野
１６
１１
１０
３
２
第６表 三崎漁協職員一覧表（２００２年）
注）聞取り調査，三崎漁協資料より作成
水産物の直売と漁村の活性化 ２８５
では毎月第２土曜日を漁業の休業日としており，その休日に自家用車で近隣の
松山・八幡浜・大洲などにショッピングなどに親子連れで行けることなどが，
関連しているといえよう。
三崎町の集落は第６図と第７図を対比してみるとわかるように，西部の漁業
集落と東部の農業集落に大きく２分できる。第１１図をみるとわかるように西
部の漁業集落の方が人口減少率が低く，高齢者の比率も低いことがわかる。農
業集落に比して，漁業集落に活気があるのは，漁協の直売事業との関連が深い
といえよう。
漁民番号 年齢 漁 種 妻の年齢 妻の仕事 妻の出身地 漁獲物の売上高（２００１年）
１ ３５ すもぐり ２９ 家事・育児 町内・与侈 Ｄ （父とあわせて）
２ ３３ すもぐり ２６ 家事・育児 保内町 Ｄ （父とあわせて）
３ ３０ すもぐり ２６ 家事・育児 保内町 Ｄ （父とあわせて）
４ ３８ 一本釣（タチウオ） ３６ 漁協職員 八幡浜市 Ｃ （父とあわせて）
５ ２２ すもぐり 独身 Ｅ
６ ３０ すもぐり ３０ 家事 瀬戸町 Ｃ （父とあわせて）
７ ３９ すもぐり・一本釣 ３７ 家事 瀬戸町 Ｅ （父とあわせて）
８ ３４ すもぐり ３１ 漁協職員 町内・正野 Ｅ
９ ３８ すもぐり・一本釣 ４０ 三崎保育園 町内・井野浦 Ｅ
１０ ３６ 一本釣（アジ・サバ） ４８ 家事 町内・与侈 ？
１１ ３４ すもぐり・延縄 ３０ 家事 町内・名取 Ｄ （父とあわせて）
１２ ３８ 一本釣（タチウオ） 独身 Ｄ （父とあわせて）
１３ ３４ 一本釣（タチウオ） ３５ 家事 町内・串 Ｃ （父とあわせて）
１４ ３１ 一本釣（タチウオ） 独身 Ｃ （父とあわせて）
１５ ３３ 一本釣・延縄 ３３ 家事 保内町 Ａ （父とあわせて）
１６ ３５ すもぐり ３７ 教員 瀬戸町 Ｃ （父とあわせて）
１７ ３９ 一本釣・延縄 ３５ 家事 町内・正野 Ａ （父とあわせて）
１８ ３４ すもぐり・タチウオ ３２ 家事 町内・串 ？
１９ ３１ 一本釣（タチウオ・アジ） ３０ 家事・育児 町内・与侈 ？
第７表 三崎町串の４０歳未満の漁業従事者の漁種とその妻の職業・出身地（２００２年）
注）聞取り調査，三崎漁協資料，三崎町選挙人名簿より作成
漁獲物の売上高…Ａ（１，５００万円以上），Ｂ（１，０００～１，５００万円），Ｃ（８００～１，０００万円），
Ｄ（５００～８００万円），Ｅ（３００～５００万円）
２８６ 松山大学論集 第１６巻 第１号
  結 語
愛媛県三崎町は魚の消費市場から遠く，しかも交通不便な僻遠の漁村であ
り，魚の販売では劣悪な地域にあったといえる。しかしながら三崎漁協の積極
的な直売市場の開拓によって，今や魚の流通では全国的にも注目される活動を
しているといえる。
三崎漁協は消費市場から遠いという不利な条件を逆手にとり，四国西端の佐
田岬半島の先端の漁村であることを，積極的に認識させることによって地域の
知名度を高めていったのである。魚の販売は漁協の活動に負う点が大であると
いえるが，その漁協のバイタリティは，どこから生まれてきたのであろうか。
三崎町は元来海士の漁村であった。その海士は男性であるので，その潜水技術
においては全国のどの漁村にも劣るものではなかった。高度な潜水技術と急潮
流に育まれた操船技術は三崎町漁民の誇りとするものであった。その彼等のプ
人口規模人口高齢者率（２００２年）
２，５００人
７０％以上
１，０００ 平磯
６０～７０％ ３００１００
名神
５０～６０％ 釜木松
１９６０年の人口
４０～５０％
２０００年の人口
二名津
３０～４０％
三崎
与侈
高浦
串 佐田
名取
大佐田
井野浦
正野 ０ １ ２km
第１１図 三崎町の集落別人口減少と人口高齢率（２００２年）
注）１９６０年農林業センサス集落カード，２００２年三崎町役場資料より作成
水産物の直売と漁村の活性化 ２８７
ライドは１８８１（明治１４）年から１９４０（昭和１５）年までの間，朝鮮半島への海
士の出漁を生んだ。また１９５５（昭和３０）年には対馬近海と土佐沖へのフグの
延縄漁場を開拓し，さらに１９５７（昭和３２）年にはフグ漁閑期の漁船の有効利
用を目的として，伊豆沖にメダイ釣り漁場を開拓し，当時としては愛媛県最大
の沖合漁業の水揚量を誇るに至った。
第二次世界大戦後の三崎漁民の対外進出をうながす上で，大きな指導力を発
揮したのは，三崎町漁協の加藤益太郎専務であったといわれるが，いち早く漁
協共販を実行したのは，合併前の岬漁協の阿部亀次郎専務であったという。阿
部専務はすでに１９５２年ころには漁協共販を実施していたという。三崎町漁協
の加藤専務，岬漁協の阿部専務の理念は１９６１年に合併した三崎漁協の加藤善
隆専務，さらには現在の其田稔組合長に受けつがれ，三崎漁協の共販と漁獲物
の直売業を推進しているといえる。
三崎町の漁業が盛んで漁業組合員の多い半島先端部の正野・串・与侈の三集
落は，藩政時代から明治初期にかけて成立した新しい集落であり，封建的な身
分関係もなく，漁民同士の争いや排他的な風潮もみられないという，この地域
の漁民の特性３６）が，前述の先覚者達を生み，彼等にしたがって漁獲物の共販
事業と漁協の直販事業を生んだ精神的風土ともいえよう。
〔付記〕
本稿は，２００３年３月日本地理学会春季学術大会において研究発表したものに加
筆・修正したものである。資料収集に当たっては，三崎漁協の其田稔組合長をはじ
め，組合職員の方々に大変お世話になりました。また元専務の加藤善隆氏には三崎
漁協合併前後の諸事象について懇切なる御教示にあずかり，組合員有志の方々にも
御協力をいただいた。なお本研究は平成１５年度科学研究費補助金（基盤研究 C・２）
「農林水産物の直売事業による農山漁村の活性化に関する研究」（課題番号１５５００６９４）
に関する研究の一環であり，また松山大学の寄附講座「まちづくり学（伊予銀行）」
の研究費の一部も使用させていただいた。
２８８ 松山大学論集 第１６巻 第１号
注１）梅木利巳『多様化する農産物市場（食糧・農業問題全集１３）』農山漁村文化協会，１９８８，
２４７頁。森祐二『リポート青果物の市場外流通』家の光協会，１９９２，２９５頁。樫原正澄『都
市の成長と農産物流通』ミネルヴァ書房，１９９３，２１６頁
２）１９９３年実施された第９次漁業センサスでは，親水性レクリエーション施設の調査項目が
設けられ，マリーンスポーツ場，キャンプ場，マリナーと共に，水産物直売店の調査がな
されている。１９９３年現在では全国で２１８の直売所，年間利用客数１４１万人と報告されてい
る。それが１９９８年の第１０次漁業センサスでは，全国で３７０の直売所，年間利用客数２０４
万人となっている。農林業センサスでは，１９５５年の調査で，地域環境総合調査報告書をま
とめ，そのなかで旧市町村ではあるが，地元の農林水産物の加工販売事業のある市町村の
数と，他市町村との交流事業実施状況別市町村のなかで，産地直売を介した交流を実施し
た旧市町数が示されている。
３）農林水産部統計情報部『地元農林水産物を活用した加工，販売事業による地域活性化へ
の取組事例』農林統計協会，１９９８，１５７頁。
４）中国四国農政局『平成１５年度中国四国食料・農業・農村情勢報告 第 部（特集）
中国四国の地産地消について』中国四国農政局，２００３，１８３～３１２頁。
５）農林水産省構造改善局『九州・四国における多様な交流連携を踏まえた地域整備計画調
査』，２０００年，２９４頁。
６）『図説農業白書－平成８年版』農林統計協会，１９９７年，２８０～２８３頁。
７）伊藤康宏「お魚センターと地域振興」地域漁業研究３７－１，１９９６年，９９～１１４頁。
８）乾政秀「お魚センター（直売施設）の現代的意義」地域漁業研究３７－１，１９９６年，８５～
９８頁。松下晃一「地域で討論を積み上げよう－魚価・流通問題，将来ビジョンを描こう－」
魚協６０，１９９６年，１６～１９頁。
９）増井好男「漁協販売事業の課題と対応」漁協経営３１－６，１９９３，４～１１頁。増井好男「漁
協産直の課題と展望」月刊漁業経営３４－１２，１９９６，４～９頁。
１０）磯部作「お魚センターの立地と経営－瀬戸内海の事例を中心として－」地域漁業研究３７
－１，１９９６，１１５～１２５頁。磯部作「岡山県日生町の産直による交流と連携－日生漁協「五味
の市」と「しおじ」を事例として－」東京水産振興会平成１４年報告，２００３，pp.３９５～４０３。
１１）東京水産振興会『漁村地域における交流と連携－平成１４年度報告』東京水産振興
会，２００３，４３４頁。
１２）篠原重則『過疎地域の変貌と山村の動向』大明堂，１９９１，３３０頁。
１３）篠原重則『観光開発と山村振興の課題』古今書院，２０００，２２６頁。
１４）篠原重則「農産物の直売と山村の活性化－愛媛県日吉村の事例－」香川大学教育学部研
究報告，１０７，１９９９，１～２３頁。篠原重則「愛媛県中山町における農産物の直売と山村活
性化の課題」愛媛の地理１６，２００２，２２～３７頁。
１５）村上節太郎『柑橘栽培地域の研究』松山印刷，１９６７，４４３頁。
水産物の直売と漁村の活性化 ２８９
１６）中国四国農政局愛媛統計情報事務所『愛媛農林水産統計年報（水産編）』愛媛県統計協
会，１９０３，１６～１７頁。
１７）ここでいう経営体はその漁家の最も多い売上高の漁種としている。
１８）三崎町の網漁業については，昭和初期までイワシ網が佐田・三浦・高浦にあり，昭和３８
年当時三崎湾にハマチ網，名取に大型定置網のあったことが，藤岡謙二郎編『岬半島の人
文地理』大明堂，１９６６，２２７～２４５頁に誌されているが，以後これらの網漁業は漁獲物の減
少から衰退・消滅した。
１９）三崎町のすもぐり漁については，藤岡謙二郎編『岬半島の人文地理』大明堂，１９６６，２２５
～２４５頁。と，武智利博『愛媛の漁村』愛媛文化双書刊行会，１９９６，７９～９８頁に詳しい。
２０）愛媛県南予の宇和海沿岸では半島の先端をハナと呼称する。そのハナをブランド名とし
たのである。
２１）魚の卸売市場は魚の集散地に立地する産地市場と消費地に立地する消費地市場に分類さ
れる。愛媛県に例をとると消費地市場は松山市に２つあるのみで，他の県内の魚の卸市場
はいずれも産地市場となっている。鮮魚は産地市場より仲買人の手をへて消費地市場に転
送されるものが多い。本稿の産地市場と消費市場は，そのように概念規定して使用してい
る。
２２）三崎漁協は三崎町漁協（串・与侈・三崎・高浦・佐田・大佐田の漁業集落より構成）と
岬漁協（正野集落の領域）が１９５８年に合併，さらに１９６１年神松名漁協（松・明神・二名
津・名取・平磯・釜木の漁業集落より構成）が合併して形成された三崎町域全域を含む漁
協である。
２３）其田稔は１９６５年三崎高校卒業後，父の勧めで東京の全国漁業協同組合学校に入学。１年
間漁協経営等について学ぶ。翌１９６６年三崎漁協に勤務。主として販売活動に従事。参事・
専務を経て，２００３年４月より三崎漁協の組合長に就任した。消費地市場と産直市場の開拓
者である。なお全国漁業協同組合学校は其田稔に次いで５名の職員が漁協より派遣されて
いる。
２４）産直市荷とは卸売市場を経由しない出荷をいう。
２５）このビデオは三崎漁協が企画し，NHKの子会社日本放送クリエイティブ松山が作製し
ている。
２６）備蓄の目的は時化の日を想定し，いつでも出荷に応じるためである。
２７）アンケート調査は当時三崎漁協と取引している２６店に送付したが，回答を寄せてくれ
たのは１１店であった。
２８）２００２年の売上げは２．８億円であり，純利益は８，６００万円となっている。
２９）２００２年の売上げは３，４００万円であり，１９０万円の純利益を上げている。
３０）土地・上屋はスーパーフジから借り入れている。内装費５，０００万円は三崎漁協の自己資
金でまかない，売り上げの一部はフジに収めている。２００２年の売上げは２．４億円で，純利
益は１，５００万円である。
２９０ 松山大学論集 第１６巻 第１号
３１）アワビ・フグは５年育成し，稚貝・稚魚を放流している。
３２）農水省の構造改善事業の補助事業で６，６７６万円（うち国庫補助３，９２２万円）を投じて建
設した。２００３年には蓄養池の有効利用を図るために，漁協直営で佐田岬海人体験広場を４
月１５日から８月３１日までの間開設し，魚の一本釣や海鮮バーベキューができるようにし
ている。
３３）地下地区以外に，佐田岬漁港に接して浜地区，串と与侈集落との中間に半田地区がある。
３４）複合経営とは，一種の漁業の売上高が７０％未満で複数の漁種による売上高の多い漁家と
している。
３５）水産加工場はウニの加工場として１９８０年に営業を開始。１９９６年農水省の農山漁村活性
化定住圏創造事業で７，８００万円（国庫補助３，８００万円）で新工場を造り，地元魚介類の加
工をしている。２００１年の販売高は１億５，６００万円となっている。
３６）藤岡謙二郎編『岬半島の人文地理』大明堂，１９６６，２３２～２３３。
水産物の直売と漁村の活性化 ２９１
